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12月定例会の情報をお伝えします  発行／長野県飯綱町議会

飯綱町議会だよりは「水なし印刷」という環境に配慮したシステムで印刷
しています。温室効果ガス排出を減らす（ゼロカーボン社会の実現）と
同時に揮発性有機化合物（VOC）排出低減にも効果があります。用紙は
「グリーン購入法適合紙」を使用し、SDGs（持続可能な開発目標）の
実現に取り組んでいます。
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条
例
改
正

子
育
て
世
代
支
援
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
78
号
）�

―
可
決

　
託
児
に
関
す
る
使
用
料
を
施

設
個
室
使
用
料
に
改
め
、
電
気

冷
暖
房
料
の
実
費
相
当
額
の
負

担
と
減
免
を
規
定
。

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
同
80
号
）�

―
可
決

　
口
径
13
㎜
と
20
㎜
の
基
本
料

金
を
同
一
料
金
と
し
た
。
13
㎜

の
使
用
料
は
、
月
10
㎥
の
場
合
、

月
額
２
７
５
円
の
増
、
20
㎜
は

１
５
４
０
円
の
減
と
な
る
。
改

定
後
の
収
入
不
足
額
は
年
額
約

８
５
０
万
円
と
な
る
が
、
３
年

間
は
町
が
負
担
。
施
行
日
は
、

令
和
７
年
４
月
１
日
（
た
だ
し

経
過
措
置
あ
り
）。

※�

詳
細
は
今
後
発
行
予
定
の

『
い
い
づ
な
通
信
３
月
号
』

参
照
さ
れ
た
い
。

�

反
対
討
論  
︱  

渡
邉 

千
賀
雄

　

水
道
料
金
の
6
・
８
％
の

値
上
げ
は
、
物
価
高
の
中
で

町
民
の
命
の
水
ま
で
値
上
げ

す
る
こ
と
は
見
直
す
べ
き
だ
。

施
設
改
修
等
ま
で
利
用
料
金

で
賄
う
こ
と
は
無
理
だ
。〝
水

道
水
が
近
隣
よ
り
低
価
格
〟

を
「
町
の
売
り
」
に
し
、
人

口
増
を
図
る
べ
き
だ
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
同
82
号
）			



農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
同
83
号
）�

―
可
決

　
月
額
の
基
本
料
金
を
３
３
０

円
（
８
・
５
%
）
引
き
上
げ
る

も
の
。
年
間
３
９
６
０
円
の
負

担
増
と
な
る
。

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
同
84
号
）�

―
可
決

　
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

病
床
数
１
４
０
床
を
１
０
３
床

に
す
る
も
の
。
内
訳
は
一
般
病

床
１
１
０
床
を
52
床
、
療
養
病

床
30
床
を
51
床
（
う
ち
26
床
は

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
）
に
変
更
。

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
同
90
号
）�

―
可
決

　
報
酬
月
額
を
改
正
す
る
も
の
。

（
施
行
日
は
令
和
７
年
10
月
）

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
同

91
号
）�

―
可
決

　
給
料
月
額
を
改
正
す
る
も
の
。

（
施
行
日
は
令
和
７
年
10
月
30

日
）賛

成
討
論�

風
間 

行
男

　
拷
問
ま
が
い
の
取
り
調
べ
で

自
白
を
強
要
し
、
証
拠
を
隠
し
、

時
に
は
捏
造
し
て
ま
で
犯
人
を

創
り
上
げ
る
や
り
方
を
改
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
実
の
人

を
救
う
た
め
の
再
審
の
ル
ー
ル
、

法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に
賛

成
し
ま
す
。

飯
綱
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
の
給
料
月
額
の
減
額

に
関
す
る
条
例
（
議
案
第
72

号
）　�

―
可
決

　
町
職
員
の
民
事
上
の
不
祥
事

に
責
任
を
と
る
も
の
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
（
同
73
号
）		


�

―
同
意

　
寺
島
茂
氏
と
す
る
も
の
。

議員報酬を引き上げ議員報酬を引き上げ
議員定数を14名（1名減）に議員定数を14名（1名減）に

　　
1212
月
定
例
会
は
、

月
定
例
会
は
、
1111
月月
2929
日
か
ら

日
か
ら
1212
月月
1717
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1919
日
間
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
条
例

の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
条
例
1313
件
、
補
正
５
件
、
発
議
２
件
、

件
、
補
正
５
件
、
発
議
２
件
、

そ
の
他
１
件
の
計

そ
の
他
１
件
の
計
2121
件
。
一般
質
問
に
６
人
が
立
ち
、
質
し
た
。

件
。
一般
質
問
に
６
人
が
立
ち
、
質
し
た
。

請
願
１
件
を
採
択
し
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
た
。
関
係
機

請
願
１
件
を
採
択
し
、
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
た
。
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

関
に
意
見
書
を
提
出
し
た
。

▲�利用者に満足される子育て施設

旧 新

議長 269,000円 298,000円

副議長 196,000円 242,000円

委員長 183,000円 229,000円

議員 174,000円 220,000円

旧 新

町長 679,000円 710,000円

副町長 561,000円 593,000円

教育長 519,000円 526,000円

第 77 号（2）

定
例
会
・
臨
時
会



発　
議

議
会
の
議
員
定
数
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
発
議
第
12
号
）�

―
可
決

　
飯
綱
町
議
会
の
議
員
の
定
数

15
人
を
14
人
に
改
め
る
も
の
。

※�

議
長
と
欠
席
１
名
、
棄
権
１

名
を
除
く
12
名
中
、
賛
成
６
、

反
対
６
の
賛
否
同
数
で
議
長

裁
決
で
可
決
さ
れ
た
。
な
お
、

議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査
研

究
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

検
討
し
て
き
た
。（
関
連
記

事
Ｐ
12
～
15
）

反
対
討
論

中
井 

寿
一

　

議
会
制
民
主
主
義
の
本
質

は
、
で
き
る
だ
け
幅
広
い
町

民
に
議
員
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
す
。
昔
あ
っ
た
国
の

基
準
で
は
、
人
口
1
万
人
を

切
っ
て
も
18
人
で
す
。
現
在

の
定
数
15
人
を
こ
れ
以
上
減

ら
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
ツ
井 

忠
義

　

夏
の
暑
い
頃
、
８
月
だ
っ

た
か
、
江
藤
先
生
が
来
て
、

16
人
っ
て
い
う
の
も
紙
に
、

数
え
て
い
っ
た
ら
16
人
い
た
。

定
員
が
16
人
い
た
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。

目
須
田 

修

　

議
員
定
数
14
名
案
に
も
、

現
状
維
持
の
15
名
案
に
も
反

対
。
ず
っ
と
言
い
続
け
て
い

る
「
２
つ
の
常
任
委
員
会
に

す
べ
て
の
議
員
が
両
方
に
所

属
す
る
」
の
条
件
で
、
12
名

に
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
の

で
、
反
対
し
ま
す
。

渡
邉 
千
賀
雄

　

議
会
改
革
に
取
り
組
み
、

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、

町
民
の
福
祉
増
進
を
目
指
し

て
い
る
議
会
と
し
て
、
議
会

制
民
主
主
義
の
根
幹
の
定
数

問
題
は
現
在
の
定
数
を
確
保

し
、
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論

樋
口 

功

　

町
民
の
多
く
が
議
員
定
数

の
削
減
を
要
望
し
て
い
る
。

私
は
全
国
同
規
模
町
村
議
会

程
度
の
定
数
（
13
人
）
に
削

減
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

民
と
の
懇
談
会
や
特
別
委
員

会
で
の
議
論
の
結
果
が
上
程

議
案
で
あ
り
、
こ
れ
に
賛
成

す
る
。

石
川 

信
雄

　

人
口
減
少
、
ま
た
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
住
民
懇
談
会
の

経
過
を
考
慮
し
、
特
別
委
員

会
の
発
議
に
対
し
て
賛
成
し

ま
す
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
85
号
）�

―
可
決

　
３
億
８
０
１
７
万
円
を
増
額

し
、
98
億
５
１
２
１
万
円
と
す

る
も
の
。
主
な
補
正
内
容
は
、

歳
入
で
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

等
３
億
２
０
０
０
万
円
、
基
金

繰
入
金
５
０
０
０
万
円
。
歳
出

で
は
、
ふ
る
さ
と
と
応
援
基
金

積
立
金
１
億
１
１
７
９
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
１
億
８

６
４
４
万
円
、
飯
綱
病
院
へ
の

補
助
金
２
億
円
。
歳
入
不
足
分

は
予
備
費
か
ら
１
億
５
４
６
８

万
円
計
上
。

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
同
92
号
）�

―
可
決

　
主
な
補
正
内
容
は
、
歳
入
で

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
２
億

円
、
収
益
補
正
で
△
１
億
１
６

６
０
万
円
。
歳
出
で
は
、
材
料

費
及
び
経
費
３
０
３
５
万
円
、

予
備
費
５
３
０
５
万
円
。

請　
願

刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
る

え
ん
罪
被
害
者
の
速
や
か
な

救
済
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
請
願
（
請
願
第

5
号
）�

―
可
決

　
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
再
審

手
続
に
つ
い
て
、
証
拠
開
示
に

関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
等

を
内
容
と
し
た
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
。

賛
成
討
論�

風
間 

行
男

　
拷
問
ま
が
い
の
取
り
調
べ
で

自
白
を
強
要
し
、
証
拠
を
隠
し
、

時
に
は
捏
造
し
て
ま
で
犯
人
を

創
り
上
げ
る
や
り
方
を
改
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
無
実
の
人

を
救
う
た
め
の
再
審
の
ル
ー
ル
、

法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に
賛

成
し
ま
す
。

飯
綱
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
の
給
料
月
額
の
減
額

に
関
す
る
条
例
（
議
案
第
72

号
）　�

―
可
決

　
町
職
員
の
民
事
上
の
不
祥
事

に
責
任
を
と
る
も
の
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
（
同
73
号
）		


�

―
同
意

　
寺
島
茂
氏
と
す
る
も
の
。

▲�どうなる地域包括ケア病床

（3）長野県　飯綱町議会だより

定
例
会
・
臨
時
会



令和6年度  12月飯綱町議会定例会  議案一覧および各議員の賛否結果（〇賛成 ●反対 ▼棄権）

議　　案　　名 表決
結果

議案第74号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第75号 飯綱町議会議員及び飯綱町長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第76号 飯綱町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第77号 飯綱町新規就農者住宅条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第78号 飯綱町子育て世代支援施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第79号 飯綱町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第80号 飯綱町給水条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第81号 飯綱町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第82号 飯綱町特定環境保全公共下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第83号 飯綱町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第84号 飯綱町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第85号 令和６年度飯綱町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第86号 令和６年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第87号 令和６年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第88号 令和６年度飯綱町水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第89号 財産の取得について 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第90号 飯綱町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第91号 飯綱町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例
の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第92号 令和６年度飯綱町病院事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

請願第５号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を
求める意見書提出についての請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

陳情第19号

世界人口削減の資材道具や方策としての核兵器、原子
力、戦争、人工地震、ケムトレイル、有害化学物質（医薬品、
ワクチン、農薬、柔軟剤、アスパルテーム等添加物、フッ素
等）、有害電磁波（送電線等極低周波、ＬＥＤ光、スマホ５Ｇ
含む電波等）、食糧不足創出（家畜殺処分等）、与党改憲
案（18歳徴兵制やワクチン強制に直結する基本的人権削
除や緊急事態条項による軍国独裁化推進等）、ＤＸ推進とＩ
Ｃチップ人体埋め込み（家畜管理）等の恐ろしさを全国民が
直ちに共有するよう訴える陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● 欠 ● －

発議第12号 飯綱町議会の議員の定数に関する条例の一部を改正する
条例 可決 ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ▼ ○ ○ ● 欠 ○ ○

発議第13号 刑事訴訟法の改正によるえん罪被害者の速やかな救済を
求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

※発議第12号は、表決の結果、可否同数となり、議長裁決。

令和6年度  11月飯綱町議会臨時会  議案一覧および各議員の賛否結果（〇賛成 ●反対 ▼棄権）

議　　案　　名 表決
結果

議案第72号 飯綱町特別職の職員で常勤の者の給料月額の減額に
関する条例 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第73号 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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川口 民雄さん
（小玉）

12
月
17
日
、
飯
綱
町
議

会
に
お
い
て
「
刑
事
訴
訟

法
改
正
に
よ
る
え
ん
罪
被

害
者
の
速
や
か
な
救
済
を

求
め
る
」
意
見
書
の
採
択

で
、
全
議
員
の
賛
成
に
よ

っ
て
国
に
意
見
書
を
あ
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
傍
聴
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
委
員
会

で
の
討
論
の
内
容
も
知
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。冤

罪
で
苦
し
む
人
は
後

を
絶
た
ず
、
袴
田
事
件
で

は
過
酷
な
取
り
調
べ
で
証

拠
や
証
言
ま
で
捏
造
し
て

陥
れ
る
こ
と
が
平
然
と
行

わ
れ
再
審
で
無
罪
と
な
る

ま
で
に
44
年
の
歳
月
を
要

し
ま
し
た
。
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
人
生
を
誤
判
に

よ
っ
て
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件

の
奥
西
勝
さ
ん
は
54
年
間

の
無
罪
の
訴
え
は
届
か
ず
、

無
念
の
獄
中
死
を
遂
げ
ま

し
た
。

刑
事
訴
訟
法
の
中
に
あ

る
「
再
審
法
」
は
、
冤
罪

被
害
者
の
最
後
の
砦
で
す
。

冤
罪
被
害
者
の
救
済
に

は
、
法
の
整
備
を
進
め 

①

証
拠
の
全
面
開
示 

②
検
察

の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止

を
「
再
審
法
」
に
明
記
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

意
見
書
の
採
択
は
県
内

で
も
60
議
会
、
全
国
で
５

０
０
議
会
を
超
え
て
採
択

さ
れ
、
超
党
派
の
議
員
連

盟
も
発
足
し
次
回
通
常
国

会
で
は
議
員
立
法
の
提
出

へ
条
件
が
整
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
声
が
国
を
動
か

す
と
こ
ろ
ま
で
あ
と
一
歩

で
す
。

「
再
審
法
」
改
正
に
向

け
て
努
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
、
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

「再審法」改正でえん罪被害者の救済を

樋
ひ

口
ぐ ち

 功
いさお

 	  6ページ
  ·  農業の「地域計画」作成の進捗状況は
  ·  �令和５年度決算審査意見報告に対する
町の対応は

中
な か

井
い

 寿
ひ さ

一
か ず

 	  7ページ
  ·  公共交通は
  ·  未来ある農業を

中
な か

島
じ ま

 和
か ず

子
こ

 	  8ページ
  ·  移住・定住の促進は
  ·  伝統文化の保存・継承を

渡
わ た

邉
な べ

 千
ち

賀
か

雄
お

 	  9ページ
  ·  �来年度予算編成にあたり基本方針と重
点施策は
  ·  再生可能エネルギーの推進は
  ·  �町内各地の案内板・看板等の改修、新設
を

石
い し

川
か わ

 信
の ぶ

雄
お

 	  10ページ
  ·  地方創生2.0は
  ·  ウェルビーイングを
  ·  特定地域づくり事業協同組合は

伊
い

藤
と う

 まゆみ 	  11ページ
  ·  �国民健康保険、後期高齢者医療の従来
の保険証が廃止されるにあたっての課
題の解消は

一般質問  地域計画※の策定・地域資源の活用を
※農業者や地域の皆さんの話し合いにより策定される地域の将来の農地利用の姿を明確化した設計図

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求
めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

（5）長野県　飯綱町議会だより
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農
業
の
「
地
域
計
画
」
の
重
要

性
と
今
後
の
作
業
で
の
力
点
は

町
長  

飯
綱
町
が
生
き
残
る
た

め
の
重
要
な
計
画
で
あ
り
、
令

和
７
年
３
月
ま
で
に
完
成
す
る
。

そ
の
た
め
地
域
で
の
話
し
合
い

を
行
う
。
ま
た
、
担
い
手
の
確

保
に
重
点
を
置
く
。
そ
の
上
で
、

10
年
後
を
見
据
え
た
目
標
地
図

の
精
度
を
高
め
て
い
く
。

地
域
計
画
に
関
す
る	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

樋
口  

昨
年
11
月
に
実
施
し
た

地
域
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
。

産
業
観
光
課
長  

ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
収
率
は
54
・
５
％
。
全
体

と
し
て
の
傾
向
は
把
握
で
き
た
。

担
い
手
不
足
や
働
き
手
の
確
保

が
難
し
く
、
物
価
高
騰
な
ど
農

業
現
場
は
厳
し
い
状
況
と
分
析
。

地
区
で
の
話
し
合
い
の
状
況
は

樋
口  

各
地
区
で
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
状
況
は
。 

産
業
観
光
課
長  

22
地
区
で
実

施
し
、
参
加
者
５
２
４
名
で
参

加
割
合
は
35
・
３
％
。
地
区
の

役
員
や
担
い
手
、
規
模
拡
大
を

目
指
す
方
の
出
席
も
あ
っ
た
。

現
時
点
で
の
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
の
内
容
が
多
か
っ
た
。

地
域
計
画
作
成
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
大
丈
夫
か

樋
口  

令
和
７
年
３
月
ま
で
に

地
域
計
画
を
策
定
す
る
と
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
丈
夫
か
。

産
業
観
光
課
長  

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
分
析
や
農
地
の
利
用
意

向
を
地
図
上
に
落
と
し
込
む
作

業
に
時
間
を
要
し
た
。
地
区
で

の
話
し
合
い
で
は
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
地
域
計
画
が

実
行
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
新
年
度
に
お
い
て
も
随
時
、

更
新
の
た
め
の
必
要
な
聴
き
取

り
を
す
る
。

繰
出
金
」
が
あ
る
。
基
準
内
繰

出
金
は
、
地
方
交
付
税
の
計
算

の
対
象
又
は
特
別
交
付
税
を
通

じ
て
財
政
措
置
が
さ
れ
る
。
基

準
外
繰
出
金
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
必
要
。
病
院
で
の
経
営
強

化
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
経
営
改

善
な
ど
、
各
企
業
会
計
で
の
経

営
改
善
を
図
り
な
が
ら
基
準
内

繰
出
金
の
範
囲
内
で
の
繰
り
出

し
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

樋
口  

水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
収
益

の
減
少
、
老
朽
管
・
管
路
の
補

修
の
増
加
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
資
金
計
画
が
必
要
と
の
指

摘
に
対
し
て
は
。

町
長  

水
道
料
金
を
改
定
し
、
町

民
の
方
に
負
担
を
い
た
だ
く
こ

と
や
企
業
債
を
少
な
く
し
、
残
り

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
で

と
の
考
え
で
計
画
し
て
い
る
。

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査

�

報
告
に
対
す
る
町
の
対
応
は

樋
口  

８
月
に
監
査
委
員
が
示

し
た
令
和
５
年
度
決
算
意
見
報

告
に
対
し
て
の
町
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

　
ま
ず
、
住
民
票
等
の
取
得
が

開
庁
時
間
外
で
も
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の

検
討
の
指
摘
に
つ
い
て
は
。

町
長  

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

面
（
費
用
対
効
果
）、
全
国
的

に
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
時
代
が
来

る
と
い
う
思
い
な
ど
か
ら
実
施

し
て
こ
な
か
っ
た
。

住
民
環
境
課
長  

費
用
対
効
果

の
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
は
事

実
だ
が
、
近
隣
で
は
導
入
し
て

い
な
い
市
町
村
は
少
数
派
。
低

コ
ス
ト
の
運
用
の
可
能
性
も
含

め
模
索
し
て
い
き
た
い
。

樋
口  

一
般
会
計
か
ら
の
歳
出

で
あ
る
繰
出
金
や
負
担
金
は 

病
院
事
業
と
下
水
道
事
業
へ
の

合
計
額
が
約
11
億
円
で
、
一
般

会
計
の
約
12
％
と
大
き
い
。
早

急
に
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と

の
指
摘
に
対
し
て
は
。

総
務
課
長  

繰
出
金
に
は
総
務

省
通
知
（
地
方
公
営
企
業
繰
出

金
）
に
規
定
の
「
基
準
内
繰
出

金
」
と
そ
れ
以
外
の
「
基
準
外

農業の「地域計画」の重要性は
町長  � 飯綱町が生き残るための	

� 重要な計画 樋口 功議員

地
方
公
営
企
業
繰
出
金
と
は

　
一
般
会
計
が
公
営
企
業
の
経

費
の
一
部
を
負
担
す
る
た
め
の

負
担
金
等
。

　
内
、
企
業
活
動
の
受
益
者
負

担
の
原
則
に
な
じ
ま
な
い
経
費

に
つ
い
て
、「
繰
出
基
準
」
と

し
て
総
務
省
か
ら
通
知
さ
れ
、

そ
の
所
要
財
源
は
、
地
方
交
付

税
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算

入
又
は
特
別
交
付
税
を
通
じ
て

財
源
措
置
が
行
わ
れ
る
。
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牟
礼
線
廃
止
へ
の
対
応
は

中
井  

先
日
、
長
電
バ
ス
か
ら

来
年
（
令
和
７
年
）
に
牟
礼
線

の
バ
ス
廃
止
の
発
表
が
あ
っ
た
。

町
の
姿
勢
は
。

町
長  

長
野
電
鉄
（
長
電
バ
ス

の
株
主
）、
長
野
市
、
長
野
県
、

飯
綱
町
で
今
後
の
対
応
を
検
討

す
る
。
町
と
し
て
は
、
何
ら
か

の
形
で
町
民
の
足
を
維
持
す
る
。

中
井  

ど
ん
な
対
応
策
が
考
え

ら
れ
る
か
。
利
用
実
績
を
踏
ま

え
て
新
た
な
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
こ
と
も
あ
る
か
。

企
画
課
長  
例
と
し
て
、
朝
夕

の
定
期
運
行
便
を
運
行
す
る
、

地
域
間
を
ま
た
ぐ
デ
マ
ン
ド
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
が
考
え
ら
れ
る
。

利
便
性
に
関
し
て
は
、
逆
に
良

く
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

し
て
い
き
た
い
。

中
井  

運
転
手
不
足
で
路
線
廃

止
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
人
を

用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
対

応
策
は
あ
る
か
。

企
画
課
長  

不
足
し
て
い
る
運

転
手
は
大
型
バ
ス
の
運
転
手
な

の
で
、
小
型
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

で
あ
れ
ば
、
確
保
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

未
来
あ
る
農
業
は

中
井  

農
水
省
か
ら
、
今
後
の

農
業
を
進
め
る
地
域
計

画
が
発
表
さ
れ
た
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
農

地
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
地
域
計
画
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
給

料
や
年
金
、
退
職
金
を

注
ぎ
込
ん
で
い
て
は
、

次
世
代
に
引
き
継
げ
な

い
の
で
は
な
い
か
。
儲

け
る
農
業
で
な
い
と
次

世
代
に
引
き
継
げ
な
い

と
思
う
。
儲
か
る
農
業

に
は
規
模
が
必
要
で

思
っ
て
い
る
。
地
域
の
大
規
模

な
圃
場
整
備
に
は
、
国
や
県
が

88
％
の
補
助
金
を
出
す
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
町
と
し
て
も
ふ
る
さ

と
納
税
を
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

有
効
に
使
い
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
集
合
経
営
体
の
負
担
は
０

に
な
る
。
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と

を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

　
規
模
の
た
め
に
も
法
人
化
は

必
要
で
あ
り
、
今
回
の
地
域
計

画
が
法
人
化
の
機
会
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
法
人
が
一
人
立
ち
す
る

ま
で
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

あ
る
。
ま
た
、
経

営
を
安
定
さ
せ
る

に
も
規
模
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
回
の
地
域
計
画

が
役
に
立
つ
。
10

年
後
の
空
き
農
地

が
予
測
で
き
れ
ば
、

事
業
を
拡
大
す
る

と
い
う
計
画
が
成

り
立
つ
。

　
こ
の
地
域
計
画

の
説
明
会
が
町
内

22
ヶ
所
で
行
わ
れ
、

そ
の
う
ち
の
い
く

つ
か
に
出
席
し
た
。

重
要
な
の
は
、
耕
作
放
棄
地
を

ど
う
す
る
か
の
後
ろ
向
き
の
議

論
で
は
な
く
、
耕
作
放
棄
地
を

見
込
ん
だ
農
業
経
営
の
拡
大
と

い
う
前
向
き
の
議
論
で
あ
る
。

前
向
き
の
議
論
に
発
展
す
る
よ

う
、
町
は
ど
う
働
き
掛
け
る
の

か
。

町
長  

儲
か
る
農
業
は
、
町
と

し
て
も
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
幸
い
、
水
田
に
つ
い
て
は

ど
の
グ
ル
ー
プ
や
法
人
に
任
せ

る
か
の
議
論
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
畑
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の

地
域
の
集
合
経
営
体
が
、
地
域

の
広
い
且
つ
複
数
の
品
種
を
ま

と
め
て
担
っ
て
い
け
ば
い
い
と

未来ある農業を
町長  � 大規模化、法人化が必須

中井 寿一議員

▲�ピンチをチャンスに。事業拡大の好機（農地利活用）

▲�廃止が報道された牟礼線のバス
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移
住
者
と
住
民
の
交
流
を

中
島  

町
の
人
口
推
移
は
減
少

傾
向
だ
が
、
微
増
の
月
も
あ
る
。

推
移
の
状
況
を
ど
う
捉
え
る
か
。

町
長  

各
種
の
移
住
対
策
を
広

め
実
施
し
て
き
た
。
事
業
の
中

身
が
浸
透
し
、
数
字
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
。

中
島  

住
み
や
す
さ
な
ど
、
移

住
者
の
声
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
、

転
入
者
を
迎
え
る
施
策
を
。

町
長  
地
域
の
人
と
の
深
い
関

り
か
ら
、
徐
々
に
住
民
と
の
交

わ
り
を
醸
成
し
て
い
く
よ
う
な

方
法
が
一
番
や
さ
し
い
と
思
う
。

中
島  

農
業
に
興
味
を
持
つ
移

住
者
が
増
え
て
い
る
。
町
に
は

空
き
家
に
付
帯
し
た
空
き
地
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
を
活

用
し
た
、
住
民
の
指
導
に
よ
る

作
物
づ
く
り
は
移
住
者
と
の
交

流
に
な
る
。
農
業
継
承
に
繋
が

る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
必
要

だ
が
。

町
長  

作
物
作
り
用
の
農
地
は
、

十
分
用
意
で
き
る
こ
と
を
、
飯

綱
町
の
売
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
移

住
・
定
住
促
進
に
努
め
た
い
。

＊
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
働
組
合
設
立		
�

進
捗
状
況
は

＊�

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合

　
人
口
急
減
地
域
で
人
手

不
足
に
悩
む
事
業
者
が
協

同
組
合
を
設
立
し
、
組
合

で
雇
用
し
た
職
員
を
各
事

業
所
に
派
遣
す
る
制
度

中
島  

移
住
者
の
雇

用
環
境
整
備
と
し
て
、

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
を
好

む
若
者
が
多
い
中
、

四
季
を
通
し
た
職
業

の
安
定
は
選
択
肢
の

ひ
と
つ
。
組
合
設
立

の
進
捗
状
況
は
。

産
業
観
光
課
長　
町

主
導
で
町
内
の
事
業

者
に
呼
び
か
け
、
設

立
発
起
人
と
し
て
５

牟
礼
・
三
水
の
歴
史
か
ら
合
併

へ
。
飯
綱
町
が
見
え
て
く
る
よ

う
な
展
示
企
画
を
工
夫
す
る
。

中
島  

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

教
育
長  

単
な
る
資
料
博
物
館

で
は
な
く
、そ
こ
が
地
域
の「
ふ

る
里
」
で
あ
り
、
学
び
の
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
交
流
の
場
に

し
た
い
。

つ
の
事
業
者
で
協

議
し
て
い
る
。
正

規
雇
用
は
移
住
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
。
来
年
７
月
設

立
を
目
途
に
進
め

て
い
く
。

中
島　
派
遣
職
員

募
集
の
対
応
策
は
。

町
長  

地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
３

年
任
期
後
の
仕
事

と
し
て
、
紹
介
す

る
の
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
る
。

期
待
さ
れ
る

「
い
い
づ
な
歴

史
ふ
れ
あ
い

館
」
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は

中
島  

改
修
内
容

と
博
物
館
機
能
の
強
化
と
は
。

教
育
次
長  

常
設
展
示
の
全
面

改
修
。
旧
牟
礼
地
区
に
偏
っ
て

い
た
展
示
対
象
を
町
全
体
に
広

げ
る
こ
と
で
、
地
域
学
習
へ
の

効
果
が
強
化
さ
れ
る
。

教
育
長  

こ
れ
ま
で
の
特
別
展

で
行
っ
た
も
の
を
、
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
常
設
展
示
を
す
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
で
は

人口増対策

移住者と住民の協働施策を
町長  � 大きな課題として対策していく 中島 和子議員

▲�リニューアル中のいいづな歴史ふれあい館

＊転入者アンケート調査結果（11月末）
転入に至った理由 転入件数 割合（％）
自然環境 ５ 29.4
企業・創業 ４ 23.5
結婚 ２ 11.8
就職 ２ 11.8
転勤 ２ 11.8
介護 １ 5.８
その他 １ 5.８
合計 17
＊移住相談件数　105件（本年度）
選択肢として検討した主な項目
田舎暮らしと農業・自然・子育て・教育
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来
年
度
予
算
編
成
に	

�

あ
た
っ
て
の
考
え
は

渡
邉  

来
年
度
は
町
制
20
年
に

あ
た
り
、
今
任
期
最
後
の
予
算

編
成
と
な
る
が
、
基
本
方
針
と

重
点
施
策
を
伺
う
。

町
長　
第
２
次
総
合
計
画
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
。
大
き
な
事

業
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
予
算
規

模
に
な
る
よ
う
課
長
の
考
え
方

を
尊
重
し
、
町
長
査
定
に
入
る

考
え
だ
。

渡
邉　
全
町
が
過
疎
対
策
地
域

と
な
っ
て
い
る
が
対
応
策
と
今

後
は
。

町
長　
過
疎
か
ら
の
脱
却
の
10

年
計
画
は
立
て
た
。
３
～
４
億

円
の
過
疎
債
を
上
手
に
使
っ
て

い
く
か
だ
。

渡
邉　
基
幹
産
業
の
「
儲
か
る

農
業
」
の
今
後
に
つ
い
て
ど
う

考
え
支
援
し
て
い
く
か
。

町
長　
施
設
や
農
機
具
の
補
助

の
枠
を
広
げ
補
助
金
額
を
上
げ
、

生
産
経
費
を
抑
え
る
な
ど
に
取

り
組
む
。

渡
邉　
懸
案
の
リ
ン
ゴ
農
家
へ

の
半
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
は
。

産
業
観
光
課
長　
予
算
編
成
の

中
で
、
担
当
内
で
方
針
を
出
す
。

再
生
可
能		

エ
ネ
ル
ギ
ー	

�

の
推
進
は

渡
邉　
町
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

太
陽
光
・
小
水
力
発

電
等
を
推
進
中
だ

が
、
今
後
の
計
画
は
。

企
画
課
長　

太
陽

光
発
電
を
公
共
施

設
に
進
め
る
。
小
水

力
は
、
適
地
調
査
を

行
う
。

渡
邉　

適
地
を
町

民
か
ら
提
案
さ
れ

た
。
小
水
力
発
電
を

低
限
の
改
修
は
行
っ
て
き
た
。

今
後
の
新
設
改
修
は
検
討
し
て

い
く
。

渡
邉　
旧
さ
み
ず
役
場
跡
地
付

近
の
看
板
、
各
地
の
教
育
委
員

会
の
史
跡
案
内
板
、
村
お
こ
し

事
業
実
行
委
員
会（
三
水
地
域
）

史
跡
案
内
板
等
の
改
修
は
。

教
育
次
長　
文
化
財
と
か
伝
統

の
あ
る
物
等
は
検
討
し
て
い
く
。

渡
邉　
「
日
本
一
の
リ
ン
ゴ
の

町
」
等
の
看
板
の
新
設
は
。

町
長　
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
新
し
い
時
代
の
ア
ピ
ー

ル
す
る
広
告
塔
な
ど
考
え
た
い
。

設
置
し
、
発
電
事

業
に
取
り
組
む
こ

と
は
。

産
業
観
光
課
長　

県
が
適
地
調
査
の

実
施
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

渡
邉　
売
電
益
を
、

水
道
事
業
・
下
水

道
事
業
に
充
当
す

る
こ
と
は
ど
う
か
。

町
長  

芋
川
用
水

の
発
電
事
業
は
、

農
水
省
の
補
助
事

業
。
用
水
等
の
維

持
管
理
費
に
売
電

収
入
を
入
れ
れ
ば
、

一
般
会
計
の
そ
の

分
が
浮
い
て
く
る
の
で
、
上
下

水
道
へ
の
繰
り
出
し
金
の
負
担

軽
減
に
な
っ
て
い
く
。

町
内
各
地
の
案
内
板
、	

看
板
等
の
改
修
、
新
設
を

渡
邉　
町
制
20
周
年
を
迎
え
、

町
内
外
の
紹
介
・
案
内
板
、
看

板
等
を
点
検
し
、
改
修
、
新
設

し
町
全
体
の
活
気
を
出
す
た
め

に
も
必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　
観
光
案
内
看
板
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
て
き

た
。
町
内
の
集
落
の
看
板
は
最

町制20周年の予算編成方針は
町長  � 担当課長の考えを尊重

渡邉 千賀雄議員

▲�カゴで取り入れ、選果を待つりんご・今年の収穫量と品
質は？

▲�4月運転開始予定の芋川用水を活用した小水力発電施設
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地
方
創
生
2
・
0
は

石
川　
第
２
次
石
破
内
閣
で
は

地
方
創
生
に
力
を
入
れ
、
予
算

を
大
幅
に
増
額
す
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
に
応
じ
て
予
算
獲
得
に
向

け
た
計
画
作
り
を
し
て
は
い
か

が
か
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

地
方
創
生
事
業
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
か
。
ま

た
、
今
後
の
事
業
展
開
は
。

町
長　
平
成
27
年
か
ら
計
画
を

立
て
て
実
施
を
し
た
。
総
額
23

億
円
ほ
ど
の
総
事
業
費
に
な
っ

た
け
れ
ど
も
財
源
的
に
は
ハ
ー

ド
は
２
分
の
１
の
補
助
。
ソ
フ

ト
に
つ
い
て
も
２
分
の
１
。
残

っ
た
２
分
の
１
に
つ
い
て
は
交

付
税
措
置
が
半
分
あ
っ
て
、
残

っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
起
債

（
合
併
特
例
債
）
を
充
当
す
る

と
い
う
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て

き
た
。
全
体
の
補
助
率
と
す
る

と
極
め
て
高
い
７
割
８
割
弱
ぐ

ら
い
の
補
助
率
で
仕
事
が
で
き

た
。
こ
の
先
、
飯
綱
町
と
し
て

何
を
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い

か
は
、
し
っ
か
り
議
論
を
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
も
話
を
す
る

中
で
新
た
な
飯
綱
町
の
第
3
次

総
合
計
画
、
そ
の
中
に
地
方
創

生
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
取

組
は

石
川　
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年

度
予
算
議
会
政
策

要
望
書
に
も
織
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、

来
年
度
の
事
業
に

反
映
さ
れ
て
い
る

か
。
地
域
が
弱
体

化
し
て
き
て
少
子

高
齢
化
が
進
む
中

教
育
長　
学
校
教
育
そ
れ
か
ら

保
育
が
目
指
す
の
は
や
は
り
多

様
性
の
中
で
、
本
当
に
ハ
ー
ド

ル
を
低
く
し
て
、
全
て
の
人
が

同
じ
空
間
の
中
で
、
い
ろ
ん

な
多
様
性
を
認
め
合
い
な
が

ら
、
共
に
学
び
遊
び
生
活
で
き

る
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
目
指

す
。
そ
の
た
め
に
今
、
色
々
な

こ
と
を
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

※�

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
質
問
に
関
し

て
は
議
事
録
、
動
画
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

で
集
落
の
運
営
に
関
し
て
町
長

は
ど
う
さ
れ
た
い
の
か
。
も
っ

と
、
行
政
主
導
で
進
め
て
良
い

の
で
は
。

町
長　
も
う
そ
ろ
そ
ろ
行
動
を

起
こ
す
時
期
で
あ
る
と
い
う
認

識
は
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長　
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
予
算
に
は
反
映
し
、
ま

た
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
貧
困

者
を
1
人
も
残
す
こ
と
な
く
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
が

福
祉
の
目
的
で
予
算
に
も
反
映

し
て
い
る
。

新たな地方創生事業を
町長  � 住民との話し合いを			 

したうえで、進めていきたい 石川 信雄議員

▲�参照  内閣府ホームページ  well-beingに関する取組

地方創生（地方の人口減少や少子高齢化などの
課題を解決し、地域経済を活性化させることを目
的とする。地域住民が主体となり、地域の課題を
自らの手で解決していく地域主導型のアプロー
チが求められる）
  ・  地方への移住・定住の促進
  ・  地域産業の振興
  ・  インフラ整備
  ・  観光振興
  ・  地方創生テレワークの推進
  ・  修学・就業による若者の地方への流れの推進

▲�参考文献　
　石破茂『私はこう考える』『「我がまち」からの地方創生』

生
活
満
足
度（
総
合
的
な
満
足
度
）

13分野別満足度
家計と資産の満足度

雇用環境と賃金の満足度
住宅の満足度

仕事と生活（WLB）の満足度
健康状態の満足度

自身の教育水準・教育環境の満足度
社会とのつながりの満足度

政治・行政・裁判所への信頼性の満足度
自然環境の満足度

身の回りの安全の満足度
子育てのしやすさの満足度

介護のしやすさ・されやすさの満足度
生活の楽しさ・面白さの満足度
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マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
現
状
は

伊
藤　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
登
録
は
、
任
意
と
さ
れ
て
い

る
。
12
月
２
日
で
新
規
の
保
険

証
の
発
行
が
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
直
近
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
登
録
率
と
利
用
率
は
。

住
民
環
境
課
長　
国
民
健
康
保

険
で
は
、
登
録
率
65
・
６
％
、

利
用
率
15
・
８
%
。
後
期
高
齢

者
医
療
で
は
、
登
録
率
63
・
３

％
、
利
用
率
８
・
８
％
。

伊
藤　
駆
け
込
み
で
申
請
数
が

増
え
て
い
る
と
聞
く
が
、
町
の

状
況
は
。

住
民
環
境
課
長　
こ
の
９
月
ま

で
は
、
20
～
40
人
／
月
だ
が
、

10
月
末
で
は
80
人
、
11
月
24
日

ま
で
で
は
67
人
。
登
録
率
は

80
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藤　
法
改
正
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
町
民
も
多
い
。
問
い
合

わ
せ
は
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

住
民
環
境
課
長　
何
件
か
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

伊
藤　
法
改
正
に
よ
る
変
更
点

を
分
か
り
や
す
く
、
ど
う
周
知

し
て
い
く
か
。

住
民
環
境
課
長　
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

伊
藤　
病
院
窓
口
で
の
状
況
は
。

事
務
次
長　
開
始
当
初
か
ら
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。
暗
証

番
号
忘
れ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

や
車
椅
子
で
の
顔
認
証
が
う
ま

く
で
き
な
い
な
ど
あ
っ
た
が
、

代
替
に
よ
り
解
消
で
き
た
。

伊
藤　
紙
の
保
険
証
を
紛
失
し

た
り
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

住
民
環
境
課
長　
資
格
確
認
証

を
発
行
し
て
い
く
。

伊
藤　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
の
登

録
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

周
知
す
べ
き
と
考
え
る
。

住
民
環
境
課
長　
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

滞
納
整
理
へ
の

対
応
は

伊
藤　
短
期
保
険
証
の

発
行
も
廃
止
さ
れ
る
こ

と
で
滞
納
者
へ
の
従
来

通
り
の
対
応
が
難
し
く

な
る
。
税
の
公
平
性
か

ら
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
。

住
民
環
境
課
長　
悪
質

な
場
合
は
、
窓
口
で
10

割
負
担
と
な
り
、
国
保

税
が
納
入
さ
れ
れ
ば
解

る
政
策
と
す
る
よ
う
求
め
て
ほ

し
い
。
憲
法
と
地
方
自
治
の
精

神
に
立
っ
て
の
考
え
は
。

町
長　
国
へ
の
要
望
は
毎
年
行

っ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

―
ド
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
病
院
に

つ
な
が
れ
な
い
人
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
い
。

除
し
て
い
く
。

信
頼
で
き
る
政
策
へ	
�

要
望
を

伊
藤　
今
後
も
問
題
が
出
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
制
度

を
信
頼
で
き
な
く
て
登
録
し
な

い
人
も
い
る
。
国
に
信
頼
さ
れ

紙の保険証

新規発行されないことへの対応は
住民環
境課長  � 不利益が出ないよう丁寧に対応する 伊藤 まゆみ議員
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◆
報
酬
に
つ
い
て

·�

地
方
自
治
法
２
０
８
条
で
は
、

「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
は
、
職
務
を
行
う

た
め
要
す
る
費
用
の
弁
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
役
務
の
対
価

で
あ
り
、
生
活
給
で
は
な
い
。

·��

報
酬
の
考
え
方
に
は
、
比

較
方
式
（
同
規
模
自
治
体
）、

原
価
方
式
（
首
長
の
給
与
に

対
す
る
議
員
の
活
動
量
を
基

に
算
出
）
な
ど
が
あ
る
。

◆
定
数
に
つ
い
て

·�

委
員
会
主
義
で
あ
れ
ば
、
討

議
で
き
る
人
数
（
１
委
員
会

に
、
少
な
く
と
も
７
～
８
人
、

町
村
で
は
６
人
）
が
必
要
。

定
数
は
一
度
削
減
し
た
ら
増

や
せ
な
い
。
定
数
改
革
は
慎

重
に
行
う
べ
き
。

　
飯
綱
町
議
会
で
は
、
令

和
５
年
３
月
に
「
議
員
定

数
・
報
酬
等
調
査
研
究
特

別
委
員
会
」（
委
員
長 

原

田
幸
長
副
議
長
）
を
設
置

し
、
18
回
に
わ
た
り
調
査
、

研
究
、
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
特
別
委
員

会
と
し
て
の
結
論
を
「
議

員
定
数
１
名
減
の
14
名
」。

「
議
員
報
酬
は
増
額
」
と

し
、
議
長
あ
て
に
委
員
会

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議員定数・
報酬等

調査研究
特別委員会

【調査研究の主な経過】
R5.3	 議員定数・報酬等調査研究特別委員会設置
R5.8	 町民アンケートを実施（回答数136名）
R5.8	 全国同規模自治体にアンケート送付、結果分析
R6.1	 長野県木曽町、岐阜県養老町へ視察研修
R6.1	 �５つの視点（自治体規模、意思決定、社会状況、目指す議会

像）で議論
R6.6	 町村議会議員のなり手不足対策検討会の資料に基づき議論
R6.8	 �大正大学 江藤俊昭教授による「飯綱町議会 議員定数・報酬

に関する講演会」開催（参加者69名）
R6.8	 住民懇談会（町内7箇所）開催（参加者80名）

飯綱町議会の状況

▲過去４回の選挙の状況
　➡無投票は前回のみだが、「定数＋１」という無投票に
　近い状況は、過去２回でみられていた

定数 立候補 投票率

代 代 代 代

  

江
藤
教
授
講
演
会

江
藤
教
授
講
演
会

▲過去３回の改選後の議員の年齢構成
　➡若年層の伸びはみられない

特別委員会
最終報告
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【
削
減
す
べ
き
】

比
較
方
式

·�

同
規
模
自
治
体
と
比
較
し
て

も
定
数
は
多
い

常
任
委
員
会
の
人
数

·�

１
委
員
会
６
名
ま
た
は
７
名

（
議
長
も
常
任
委
員
会
に
所

属
）

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

·��

定
数
削
減
す
べ
き
が
過
半
数

で
あ
る
結
果
を
反
映
す
べ
き

過
去
の
実
績

·�

過
去
に
13
名
体
制
で
あ
っ
た

時
期
が
あ
る　

社
会
状
況

·�

人
口
減
少
、
行
財
政
の
視
点
、

経
費
削
減

反
対
意
見

◆�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
振

り
回
さ
れ
て
は
い
け
な

い
◆�

人
口
が
減
っ
て
も
面
積

は
減
ら
な
い

◆�

定
数
を
削
減
し
て
も
、

無
投
票
は
免
れ
な
い
可

能
性
も
あ
る

【
現
状
維
持
す
べ
き
】

な
り
手
不
足
問
題

·�

定
数
削
減
す
る
と
当
選
ラ
イ

ン
が
上
が
る

·�

女
性
や
若
者
な
ど
多
様
性
の

確
保
の
た
め

民
意
の
反
映

·�

住
民
と
の
接
点
確
保
の
た
め

チ
ェ
ッ
ク
機
能

·�

専
門
性
確
保
の
た
め

·�

監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め

反
対
意
見

◆�

あ
る
程
度
の
得
票
数
の

あ
る
人
が
議
員
に
な
る

べ
き

◆�

人
口
が
多
く
て
も
議
員

数
の
少
な
い
自
治
体
は

あ
る
。
工
夫
点
を
研
究

す
べ
き

◆�
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
受
け
止
め
る
べ
き

　

�

説
得
さ
せ
ら
れ
る
根
拠

が
あ
る
か

◆�

住
民
か
ら
の
評
価
が
低

い
こ
と
を
自
覚
す
べ
き

◆�

人
口
減
少
下
で
の
現
状

維
持
は
厳
し
い

◆�

全
国
的
な
流
れ
を
見
て

も
厳
し
い

　
全
国
町
村
議
長
会
の
「
第
69

回
町
村
議
会
実
態
調
査
（
令
和

５
年
７
月
１
日
現
在
）
に
よ
る

と
、
全
国
町
村
平
均
で
11
・
７

人
、
県
内
同
規
模
町
村
は
平
均

13
・
38
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
比
の
状
況
は
次
の
と
お

り
。

議
員
定
数飯綱町

県内同規模

全国

男性 女性 欠員

◀町民アンケート結果
　�前回（H28）年と比較すると、「減らすべき」
の割合が高くなっている

減らすべき

現状維持

増やすべき

わからない

令和 年
平成 年

「現在の議員定数（15名）をどのように考えるか」

《
最
終
採
決
》

議
員
定
数

　
14
名
…
…
…
７
名

　
現
状
維
持
…
３
名

　
13
名
…
…
…
１
名

　
12
名
…
…
…
１
名

　
　
　
※
欠
席
２
名

�

（
議
長
を
除
く
）

主
な
議
論

（13）長野県　飯綱町議会だより
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【
現
状
維
持
す
べ
き
】

な
り
手
不
足
問
題
の
解
決
に
は

つ
な
が
ら
な
い

·�

４
年
に
一
度
選
挙
が
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
批
判
を
受
け

る
中
で
、
報
酬
増
が
立
候
補

へ
の
意
欲
に
直
接
は
つ
な
が

ら
な
い

反
対
意
見

◆�

若
手
は
現
状
の
報
酬
で

は
生
活
が
成
り
立
た
な

い
◆�

議
員
は
厚
生
年
金
も
か

け
ら
れ
な
い
た
め

 

◆�

次
世
代
の
た
め
に
も

増
額
し
た
方
が
良
い

【
増
額
す
べ
き
】

な
り
手
不
足
問
題

·�

若
年
層
の
参
画
の
た
め

他
自
治
体
と
の
比
較

·�

比
較
し
て
も
報
酬
が
低
い

反
対
意
見

◆�

今
の
議
会
の
状
態
で
報

酬
を
上
げ
ら
れ
る
か
ど

う
か
心
配

◆�

議
員
報
酬
は
仕
事
に
対

す
る
対
価
で
あ
る
。
増

額
す
る
ほ
ど
、
住
民
の

た
め
に
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
疑
問

　
全
国
町
村
議
長
会
の
「
第
69

回
町
村
議
会
実
態
調
査
（
令
和

５
年
７
月
１
日
現
在
）
に
よ
る

と
、
全
国
町
村
平
均
で
21
万
８

２
１
８
円
、
県
内
同
規
模
町
村

は
平
均
19
万
３
６
３
３
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

議
員
報
酬議員

副議長

議長

全国 県内同規模平均 飯綱町

◀町民アンケート結果
　�※前回（H28）調査時は、		
　議員報酬は16万円

◀�町民アンケートでは、「定数
を削減して、その分、報酬
を増額すべき」という傾向
がみられましたが、特別委
員会では「定数」と「報酬」
問題は別々に議論しまし
た。

増やすべき

現状維持

減らすべき

わからない

令和 年
平成 年

定数（－）＆報酬（＋）
定数（－）＆報酬（同）
定数（同）＆報酬（同）
定数（－）＆報酬（－）
定数（同）＆報酬（＋）

※記号説明
（＋）増やすべき
（－）減らすべき
（同）現状維持

定数・報酬／回答パターン（抜粋）

「現在の議員報酬（17万４,０００円）をどのように考えるか」

《
最
終
採
決
》

議
員
報
酬

　
増
額
…
…
…
９
名

　
現
状
維
持
…
３
名

　
　
　
※
欠
席
２
名

�

（
議
長
を
除
く
）

※原価方式の検討
　➡町長の職務遂行日数に対する議会・
議員活動の日数によって議員報酬額を計
算する方法は、
　① �議会活動の日数（飯綱町議会では効

率的な議会運営のため複数の会議
を同一日に開催するため、重複によ
り極端に日数が少なくなる）

　② �議会活動の日数（議員の捉え方に差
が出る）

の観点から現段階ではなじまないという
結論に至りました。

主
な
議
論

⎛	 ⎞
⎝ 	 ⎠
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を
推
進
し
、
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

▼
議
員
と
し
て
は
、
各
自
が
住

民
か
ら
信
任
さ
れ
て
い
る
自
覚

を
持
ち
、
住
民
か
ら
の
相
談
や

要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

③�

一
般
質
問
は
与
え
ら
れ
た
時

間
を
し
っ
か
り
使
っ
て
も
ら

い
た
い
。

▼
飯
綱
町
議
会
の
一
般
質
問
は
、

答
弁
を
含
め
て
１
時
間
以
内
で

す
。
答
弁
時
間
が
不
明
な
点
も

あ
り
時
間
の
違
い
も
あ
り
ま
す

が
、
十
分
に
準
備
を
し
、
具
体

的
な
事
例
等
を
基
に
効
果
的
な

議
論
を
行
う
こ
と
が
一
番
重
要

と
考
え
ま
す
。
答
弁
が
不
十
分

で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
、

具
体
的
な
質
問
を
行
い
、
明
確

な
答
弁
を
促
す
努
力
も
必
要
と

考
え
ま
す
。

④�

一
般
質
問
は
総
合
計
画
を
基

に
質
問
し
て
ほ
し
い
。

▼
総
合
計
画
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

行
財
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
ご
意
見

（
特
別
委
員
会
で
議
論
し
た
内

容
を
掲
載
）

①�

江
藤
教
授
の
講
演
会
で
語
ら

れ
て
い
た
「
議
会
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

▼
議
会
は
、
住
民
の
声
を
反
映

し
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
重
要
な
機
関
で
あ
り
、

透
明
性
が
高
く
、
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
住

民
の
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
、

議
員
同
士
が
建
設
的
な
議
論
を

行
い
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
良
い
政
策
が
生

ま
れ
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

②�

議
会
は
今
後
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
。

▼
飯
綱
町
議
会
基
本
条
例
は
、

専
門
家
や
他
議
会
か
ら
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
基
本

条
例
に
沿
っ
て
、
確
実
に
改
革

を
進
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
追

認
機
関
か
ら
の
脱
却
、
チ
ー
ム

議
会
と
し
て
町
長
と
の
善
政
競

争
を
進
め
、
議
会
の
見
え
る
化

·�

前
回
が
無
投
票
で
あ
っ
た
の

で
、
１
名
減
と
い
う
委
員
会

の
結
論
で
良
い
。

·�

人
口
減
少
が
進
む
中
、
先
を

見
越
し
た
人
数
が
重
要
。
11

人
で
も
良
い
。

·�

定
数
を
10
人
に
し
て
、
報
酬

を
倍
に
す
れ
ば
良
い
。

◆
議
員
報
酬
に
関
し
て

①
報
酬
増
の
意
見

·�

委
員
会
で
決
定
し
た
結
果
な

の
で
賛
成
。

·�

全
国
平
均
レ
ベ
ル
と
い
う
の

は
明
確
な
基
準
と
な
る
の
で

納
得
で
き
る
。
最
低
で
も
全

国
平
均
レ
ベ
ル
に
し
て
、
そ

の
後
、
10
年
間
で
議
会
活
動

の
進
展
や
住
民
理
解
を
得
な

が
ら
、
２
年
毎
に
報
酬
を
見

直
す
方
法
は
ど
う
か
。

·�
報
酬
を
上
げ
た
方
が
良
い
。

こ
れ
か
ら
の
議
会
の
決
意
と
、

そ
れ
に
対
す
る
報
酬
の
妥
当

性
を
訴
え
れ
ば
良
い
と
思
う
。

②
現
状
維
持
の
意
見

·�

議
会
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と

現
状
維
持
で
良
い
。

住
民
懇
談
会
で
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見（
抜
粋
）

◆
議
員
定
数
に
関
し
て

①
定
数
増
の
意
見

·�

こ
れ
か
ら
議
会
が
頑
張
る
と

言
っ
て
い
る
中
で
、
定
数
減

で
議
員
が
足
り
な
い
の
で
は
。

②
現
状
維
持
の
意
見

·�

多
様
性
が
必
要
で
あ
る
。

·�

定
数
減
に
し
て
も
、
選
挙
の

際
に
は
落
選
を
恐
れ
て
定
数

に
近
い
人
数
が
立
候
補
し
て

く
る
。

③
定
数
削
減
の
意
見

·�

委
員
会
で
議
論
し
て
決
め
た

こ
と
な
の
で
14
名
に
賛
成
。

8/18㈰	 野村上公会堂	 （参加者なし）
	 上村コミュニティセンター	 （参加者４名）
8/24㈯	 普光寺公民館	 （参加者14名）
	 赤東コミュニティ消防センター	 （参加者21名）
8/25㈰	 町民会館	 （参加者８名）
	 芋川防災センター	 （参加者15名）
8/31㈯	 倉井コミュニティ消防センター	 （参加者18名）

町内７会場で開催

▲�住民懇談会
説明資料

住民懇談会

（15）長野県　飯綱町議会だより

住
民
懇
談
会



境
影
響
調
査
を
実
施
し
、
詳
細

な
調
査
を
行
う
。

　

  　
東
黒
川
区
で
の
報
告

会
の
質
疑
応
答
内
容
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
住
民
か
ら
も

た
め
池
、
沈
砂
池
な
ど
の
提

案
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
の
地
区
な
ら
で
は

の
用
水
に
関
し
て
、
町
か
ら

の
候
補
地
抽
出
段
階
で
具
体

的
な
条
件
と
し
て
検
討
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
感
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
報
告
会

の
中
で
は
、
用
水
の
代
替
措

置
の
必
要
性
を
訴
え
る
声
が

あ
っ
た
。
具
体
的
に
、
八
蛇

川
の
水
量
減
少
で
用
水
へ
の

取
入
れ
に
現
在
苦
労
さ
れ
て

い
る
点
に
触
れ
ら
れ
、
河
川

の
改
修
工
事
等
を
要
望
す
る

声
も
あ
が
っ
て
い
た
が
、
要

望
へ
の
見
解
は
。

質
問

回
答 

要
望
の
内
容
が
最
終
処

分
場
の
建
設
に
対
し
て
必
要
性

が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
調

整
を
図
っ
て
い
く
。
河
川
改
修

等
に
つ
い
て
も
、
要
望
の
具
体

的
な
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
と
よ
く
調
整
を

図
っ
て
、
実
現
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

へ
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
が
、

河
川
の
水
量
は
減
少
す
る
。
埋

立
期
間
が
終
了
し
た
後
も
、
同

じ
処
理
を
続
け
、
下
水
道
へ
流

し
続
け
る
。
水
質
の
基
準
が
満

た
さ
れ
た
こ
と
が
長
野
県
に
よ

っ
て
判
断
さ
れ
た
時
は
施
設
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

処
理
を
終
了
す
る
。
河
川
の
水

量
は
回
復
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

水
質
に
関
し
て
は
、
処
理
を
し

て
い
な
い
の
で
「
埋
立
施
設
が

無
か
っ
た
時
の
状
態
に
戻
る

か
」
と
問
わ
れ
る
と
、
残
念
な

が
ら「
元
と
同
じ
よ
う
に
戻
る
」

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
広
域
連

合
で
は
、「
長
野
県
が
定
め
た

水
質
の
基
準
の
値
に
収
ま
っ
て

い
る
の
で
安
全
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
下
流

域
で
生
活
し
て
い
る
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
「
安
心
と
は
言

え
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
河
川
放
流
で
な

く
、
引
き
続
き
下
水
道
へ
流
し

続
け
る
こ
と
で
水
質
を
保
つ
と

い
う
選
択
肢
は
あ
る
。
そ
の
場

合
、
水
量
減
少
の
問
題
が
残
る

の
で
、
た
め
池
を
建
設
す
る
な

ど
し
て
、
水
量
減
少
に
対
し
て

の
工
夫
を
す
る
余
地
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
最
終
候
補
地
が

決
定
し
た
場
合
に
は
、
生
活
環

建
設
反
対
署
名
へ
の	

�

対
応
は

　

  　
８
月
21
日
に
東
黒
川

地
区
住
民
２
３
８
名
か
ら

「
地
蔵
久
保
地
籍
に
お
け
る

最
終
処
分
場
建
設
反
対
署
名

と
趣
意
書
」
が
提
出
さ
れ
た

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
は

あ
る
か
。

質
問

回
答 

最
終
候
補
地
の
選
定
で

は
、
両
自
治
体
の
意
向
や
地
域

の
状
況
等
を
よ
く
聞
き
取
り
、

候
補
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
建

設
計
画
の
見
直
し
も
柔
軟
に
考

慮
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

現
段
階
で
は
、
当
初
予
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
。

　
  　

建
設
反
対
署
名
で
は
、

地
蔵
久
保
に
最
終
処
分
場
が

建
設
さ
れ
た
場
合
、
八
蛇
川

水
系
に
水
量
減
少
や
水
質
悪

化
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
指
摘

さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事

態
が
予
見
さ
れ
て
い
た
か
。

水
量
減
少
、
水
質
悪
化
が
認

め
ら
れ
る
場
合
の
対
応
策
は
。

質
問

回
答 

埋
立
地
内
に
降
っ
た
雨

水
は
、
一
定
の
基
準
以
下
に
な

る
よ
う
処
理
し
た
あ
と
、
下
水

道
へ
流
す
想
定
な
の
で
、
河
川

自
治
体
の
意
向
、
地
元
住
民

の
意
向
を
ま
と
め
た
も
の
。

⑵�

選
定
資
料
…
広
域
連
合
事
務

局
に
よ
る
両
候
補
地
の
課
題

を
重
点
的
に
洗
い
出
し
、
解

決
策
を
検
討
し
て
記
し
た
も

の
。

長
野
広
域
連
合

長
野
広
域
連
合

��

　　

一一
般
質
問

般
質
問
　　

　
11
月
25
日
、
長
野
広
域
連
合

定
例
議
会
に
お
い
て
、
次
期
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
候
補

地
選
定
に
つ
い
て
、
飯

綱
町
議
会
選
出
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
（
質
問
時
間
は
12

分
以
内
）。

最
終
候
補
地
決

定
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

　

  　
長
野
広
域
連

合
ご
み
処
理
施
設
整

備
計
画
等
専
門
委
員

会
で
の
審
議
を
経
て
、

長
野
市
中
条
日
高
入

日
お
よ
び
飯
綱
町
地

蔵
久
保
の
２
箇
所
に

候
補
地
が
絞
ら
れ
た

が
、
最
終
決
定
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

質
問

回
答 

令
和
８
年
１
月

の
理
事
会
で
決
定
し
た

い
。
選
定
時
に
は
2
つ

の
資
料
を
基
に
検
討
す

る
。

⑴�

選
定
調
書
…
両
自
治

体
か
ら
提
出
さ
れ
る

▲�長野市役所議場にて

第 77 号（16）

長
野
広
域
連
合



  ・  �ふるさと応援寄附金の額が12億5,900万円という高額のため、驚いています。飯綱町の宣
伝が功を奏したのでしょうか。

  ・  �町の宣伝もあると思いますが、返礼品のりんご、桃、米等が好評のようです。

   ・  �議会だよりの表紙にQR コードがあり、そこからアクセスして議会だよりをネット上で読
むことができたのは便利でした。今後も続けてほしいです。

   ・  �要望がありましたので、載せました。続けたいと思います。

   ・  �一般質問がその後どうなったか報告してほしいです。

   ・  �「あの時のあの質問どうなった？？」のページで報告しています。

   ・  �ふるさと応援寄附金が今後も続けば良いと思いますが、病院事業、上下水道事業は大変
であることがわかりました。

   ・  �議会について全く無知な私としては、少しずつでも議会そのものについて、勉強できる
ような記事があれば良いと思いました。

   ・  �いろいろと書きましたが議会だよりの内容は充実したものになっていると感じます。よ
り多くの方に目を通していただけるよう、これからも知恵をしぼっていきましょう。意見

   ・  �そうした記事を、今後検討していきます。

   ・  �賛否表の議案名についての内容ですが、賛成討論、反対討論が掲載されており議会での
意見内容が分かり良いと思います。表決結果を確認する際、掲載されている内容につい
てどこにあるか探すのが大変です。賛否表に「※印」を付ける等、分かりやすくしては
どうでしょう。

   ・  �賛否表、議員の考え方がわかりやすく継続してほしい。討論についても個人的には賛成、
反対の意見が分かりとても良いと思う。

   ・  �議員にとっての表決は非常に重要な態度表明です。賛否表は継続してい
きます。表決結果と議案の関連を分かるようにすることは、検討します。

   ・  �２つの事業は、独立した企業会計で運営しています。町民の命と生活
を守る大事な事業です。町からの繰り入れもしながら、支えています。

モニターアンケートにお答えしますモニターアンケートにお答えします
 議会だより第76号（12月定例会） 
多くのモニタ－の皆さんから、声を寄せていただきありがとうございます。		
紙面の都合で全部報告できませんが、主な意見への回答・見解です。

■今号の内容や編集について（表紙・見出し・写真・紙面構成など）

■議会だよりを通じて欲しい情報は

■今、お気づきのことはありますか？

（17）長野県　飯綱町議会だより

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト



あの時の
あの質問

どうなった??

～令和6年9月・12月定例会一般質問答弁の進捗状況から～
【令和6年3月定例会】

ＱＱ   災害時、水道の供給が停止した際、井戸をお持ちの町民に、災害時
協力井戸の登録をお願いしてはどうか。

ＡＡ   来年度、地域防災計画の見直しをする年になっているので、それに
併せて井戸の取り扱いを検討していく。

⬇
本年度、要項整備を進めており、必要な予算を令和７年度当初予算
に計上できるよう進めている。

【令和6年6月定例会】

ＱＱ   水道事業の広域化への検討・動きが聞こえてくるが、当町ではこうした検討状況や動きはあるか。

ＡＡ   検針業務、料金の徴収、外注業務、薬品の共同購入、水質検査、災害対応など9項目の事業共同化の可能
性及び課題について検討した。

⬇
水道メーター、薬品の共同購入、水質検査の共同委託を考えている。

【令和6年6月定例会】

ＱＱ   地元産の農産物を公共調達し、食事に使用し、オーガニック給食とすることは。

ＡＡ   「飯綱町有機農業産地づくり推進事業（国庫補助）」を展開していく中で、町内で栽培した有機野菜を学校
給食へ供給していく。

対応

対応

【令和6年6月定例会】

ＱＱ   子どもの医療費の完全無償化を。

ＡＡ   必要性は、十分承知をしている。取り組むとすれば新年度以降の話に
なる。

⬇
無償化の財源を来年度予算に計上する。対応

第 77 号（18）

あ
の
質
問
ど
う
な
っ
た



新しい町づくりへ  私の提案
第37回

教育熱心な移住組を
町の成長に巻き込む

赤木 優理 さん
（福井団地）

去
年
9
月
に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
「
こ

れ
か
ら
の
中
部
地
方
〜
Ｇ
１
が
考
え
る
中
部

の
未
来
〜
」
で
阿
部
知
事
も
言
及
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
長
野
の
大
き
な
強
み
は
先
進
的

な
幼
児
〜
小
学
校
教
育
だ
と
感
じ
ま
す
。

軽
井
沢
風
越
学
園
や
、
白
馬
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
私
立
系
教
育
機

関
を
目
指
し
て
、
世
界
中
か
ら
富
裕
層
が
移

住
し
て
き
て
お
り
、
飯
綱
町
に
も
「
大
地
」
と

い
う
素
晴
ら
し
い
幼
稚
園
が
あ
り
、
毎
年
日

本
中
か
ら
数
家
族
が
移
住
し
て
き
ま
す
。

一
方
、
子
供
の
成
長
に
伴
い
、
最
適
な
教

育
機
関
を
求
め
移
動
し
て
い
く
移
住
組
は
、

今
ま
で
の
永
住
を
ベ
ー
ス
と
し
た
移
住
と
は

異
な
り
、
昨
今
注
目
さ
れ
る
「
関
係
人
口
」
の

概
念
に
近
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
関
係
人

口
を
、
ど
う
町
の
成
長
（
収
益
ア
ッ
プ
、
人
財

獲
得
）
に
繋
げ
、
増
や
し
て
い
け
る
か
？　

飯
綱
町
の
成
長
戦
略
の
キ
モ
と
な
る
と
思
い

ま
す
。

私
の
地
区
、
倉
井
も
秋
祭
り
は
大
勢
の
参

拝
者
で
、
神
社
は
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ

の
時
の
簡
易
ト
イ
レ
は
便
利
で
す
。
し
か
し

期
日
が
過
ぎ
る
と
撤
去
し
ま
す
。「
神
社
の

近
く
に
い
つ
で
も
、
誰
で
も
使
用
で
き
る
公

共
ト
イ
レ
が
あ
る
と
い
い
の
に
ね
！
」
と
い

う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
の
地
区
の
問
題
と
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
お
手
洗
い
の
心
配
を
す
る
事
が

な
け
れ
ば
、
健
康
増
進
を
兼
ね
て
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
て
の
参
拝
者
増
、
ま
た
近
く
の
保

育
園
の
交
通
安
全
教
育
を
兼
ね
て
の
野
外
授

業
が
安
心
し
て
取
り
組
む
事
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
公
共
ト
イ
レ
の
設

置
の
前
向
き
な
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

私のつぶやき

原 孝宏 さん
（倉井）

私
は
飯
綱
町
出
身
で
兄
弟
が
多
く
、
毎
日

お
か
ず
を
争
奪
戦
す
る
よ
う
な
賑
や
か
な
家

で
育
ち
ま
し
た
。
当
時
か
ら
比
べ
る
と
子
育

て
支
援
な
ど
は
と
て
も
充
実
し
、
私
自
身
も

母
に
な
っ
て
町
の
制
度
に
助
け
ら
れ
て
い
る

と
実
感
し
ま
す
。
し
か
し
、
町
で
育
っ
た
子

供
達
は
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
こ
へ
向
か
う
の

だ
ろ
う
。
若
者
が
自
立
し
た
時
、
ま
ち
に
と

ど
ま
る
き
っ
か
け
や
、
暮
ら
す
・
働
く
た
め

の
選
択
肢
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
。

結
婚
し
て
子
育
て
す
る
だ
け
が
、
こ
の
ま

ち
で
の
生
き
方
じ
ゃ
な
い
は
ず
。
女
性
の
子

育
て
、
育
児
の
支
援
の
次
は
何
が
必
要
な
の

か
。
こ
の
ま
ち
で
ど
ん
な
生
き
方
を
提
示
し

て
い
け
る
の
か
。
年
齢
や
性
別
な
ど
様
々

な
区
分
を
超
え
て
、
多
く
の
生
き
方
を
受
け

入
れ
、
ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
〝
こ
の
ま
ち

で
暮
ら
し
て
い
く
未
来
が
見
え
る
〟
よ
う
な
、

そ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。 多様性あふれる

まちづくりを

中嶋 彩花 さん
（福井団地）
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い
る
と
、
と
て
も
気
持
ち
が
悪

い
。

　
各
集
落
で
も
、
子
ど
も
が
バ

ス
に
乗
る
場
所
付
近
に
も
防
犯

カ
メ
ラ
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
山
菜
も
商
業
用
で
作
っ
て

い
て
も
平
気
で
入
っ
て
く
る
の

で
、
町
と
し
て
の
看
板
が
あ
る

と
、
個
人
で
策
を
と
る
よ
り
効

果
が
あ
る
と
思
う
。

　
変
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

時
は
、
近
所
の
人
に
言
っ
て
気

を
つ
け
る
よ
う
に
と
し
て
い
る

が
、
警
察
の
巡
回
や
、
情
報
の

共
有
な
ど
、
個
人
で
も
町
と
し

て
も
更
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
の	

	
�

ま
ち
づ
く
り
を外谷 照男外谷 照男さんさん

（（坂口坂口））  

　
近
年
、
詐
欺
や
強
盗
事
件
が

多
発
し
て
い
る
中
、
高
齢
者
だ

け
で
鍵
も
か
け
ず
生
活
し
て
い

る
お
宅
も
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。

　
林
道
、
農
道
に
見
知
ら
ぬ
車

が
入
っ
て
き
た
り
、
停
ま
っ
て

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声

生
の
声  

㊳㊳

■ 3月定例会予定
３月３日～３月21日（14日間）
一般質問
３月６日（木）・３月７日（金）
常任委員会
３月10日（月）・３月11日（火）

編集委員編集委員
　　発　行　人　　青山	 弘
　　委　員　長　　石川	 信雄
　　副 委 員 長　　中井	 寿一
　　委　　　員　　三ツ井	忠義
　　委　　　員　　小林	 文廣
　　委　　　員　　渡邉	千賀雄
　　委　　　員　　伊藤	まゆみ

77
号
表
紙
説
明

　
飯
綱
中
学
校
の
校
歌
に
「
飯

綱
山
こ
そ
わ
れ
ら
が
希
望
」
と

あ
り
ま
す
。
住
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
年
は
飯
綱
町
が
発
足
し

て
合
併
20
周
年
の
節
目
と
な
り

ま
す
。
記
念
行
事
も
多
く
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
「
分
か

り
や
す
く
」「
読
ま
れ
る
」
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
、
取
り
組
み
ま
す
。「
議

会
広
報
研
修
会
」
に
も
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

議
会
活
動
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
責
任
重
大
！　

	
	

	
�

（
千
）
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政
策
提
言
テ
ー
マ
②

「「��

子
育
て
は
町
全
体
で
～
飯
綱
町
こ
ど
も

子
育
て
は
町
全
体
で
～
飯
綱
町
こ
ど
も

��

ま
ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

ま
ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

政
策
提
言
テ
ー
マ
①

「
持
続
可
能
な
農
業
振
興
と

「
持
続
可
能
な
農
業
振
興
と		


		


��

儲
か
る
農
業
の
充
実
」

儲
か
る
農
業
の
充
実
」

·
募
集
人
数　

	

若
干
名 

·
応
募
締
切	

２
月
28
日
（
金
）

·
報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す

·
採
用
は
議
会
で
決
定
い
た
し
ま
す

　
第
５
次
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
を
左
記
の
テ
ー
マ
で
募
集
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

議
会
と
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
政
策
を
作
ろ
う

　
飯
綱
町
の
こ
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
が
感
じ
ら
れ
る
町
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
ど
も
を
ま
ん
な
か
に
据
え
た
政
策
の
提

言
に
つ
な
げ
た
い
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
は
、
農
業
就
業
者
不
足
と
担
い
手
不
足

を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
い
か
に
発

展
さ
せ
、
将
来
へ
持
続
さ
せ
て
い
く
か
、
地
域
経
済
活
性
化
の
提
言

に
つ
な
げ
た
い
。
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